
※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影の間
のみ了承を得て短時間マスクを外していただいています。

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

　12 月 26 日㈯～ 27 日㈰に 1 泊 2 日で八女市の自然
や文化、歴史、産業等を発見する「ぐる～っと八女
探検隊 2020」を実施しました。小学 6 年生を対象に
実施しているもので、今年度は歴史と文化をメインに
ふるさとわらべ館や星の文化館、五條氏邸など市内 9
か所の施設をめぐり、各施設で見学・体験をしました。

子どもたち自らが写真を撮ったり質問したりして、取
材した 2 日間の成果は「探検新聞」にまとめ、それぞ
れオリジナルのユニークな新聞に仕上げました。参加
者からは「八女のたくさんの魅力や歴史について新し
く知れたので良かった」や「新しい友達ができて楽し
かった」という声が聞かれました。

　１月17 日㈰に八女市総合体育館で「ミズノ流忍者学校」
を開催しました。56 人が参加し、ミズノ㈱が開発した運動
発達に必要な基本動作（遊びの術）を身に付ける「運動遊
びプログラム」を体験しました。今年は、マスクを着用した
まま間隔を開けての運動となり、運動量は抑えることになり
ましたが、ストーリー性を持たせたプログラムで楽しみなが
ら体を動かしました。幼児年中クラスから小学２年生までは、
忍者服に身を包み、忍び歩きの術や隠れ身の術、やり投げの
術などの忍者修行を通して、運動の潜在能力を引き出しまし
た。小学 3・4・5 年生は、ミズノオリジナルのハードルやエ
アロケットなどを使って、走る・跳ぶ・投げるなどの運動発
達に必要な基本動作に挑戦しました。

ふるさとの魅力を発見！八女の歴史と文化に触れた二日間

ぐる～っと八女探検隊2020
ミズノ流忍者学校八女市スーパースクール事業

心も体も忍者になって、遊びの術を習得

エアロケットを使って投げる動作を習得

忍び足で寝ている忍者を起こさず宝をゲット

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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感染予防を徹底しましょう

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためには、
市民の皆さま、一人一人の対策が必要です！！

新型コロナウイルスの感染経路は、飛沫・接触によるものです。
感染拡大防止の基本は、身体的距離の確保、手洗い、消毒、マスク着用を含む咳エチケット、３つの密

（密集・密接・密閉）を避けることです！「新しい生活様式」が実践できているか、今一度見直しましょう

持ち帰り・デリバ
リーも活用する

マスク着用
咳エチケット

こまめに手洗い・
消毒の徹底

職場での休憩室等
では密にならないよ
う、気をゆるめない

新型コロナウイル
ス接触確認アプリ

「ＣＯＣＯＡ」（コ
コア）を登録しま
しょう

食事中は会話を
控えて、黙食

人は、” 無意識に ” 顔を触っています。１時間に
平均 23 回そのうち、目・鼻・口などの粘膜が約
44％を占めています。そのため、こまめな手洗い・
消毒が重要になります。水とハンドソープ（石鹸）
による手洗いでウイルスは減少します。

目

口

鼻

こまめに換気
※1時間に２回以上数分間

人との間隔は
２メートルあける

八女市新型コロナウイルス感染症対策本部事務局
（健康推進課内 ☎２３・１２０１）

引き続き

□鼻や口をしっかり覆う
□あごにかけたりしない

□少人数・短時間で
□食事後はマスクをつける

□電子決済の利用
□計画立てて素早く済ませる

□箸や皿を共有しない
□ドアノブ等共有するものの消毒

□家に帰ったらまず手洗い
□入室前後の手指消毒

□湿度は 40％以上
□２か所の開窓は効果的

□会話は正面をさける
□「３密」の回避

接触感染を
防ぎましょう！
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◦
対
象
＝
八
女
市
に
住
所
を
有
し
、
医

師
や
県
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
指
示
を
受

け
て
い
な
い
人

◦
助
成
対
象
期
間
＝
12
月
21
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
検
査

◦
検
査
実
施
場
所
＝
公
立
八
女
総
合

病
院

◦
対
象
と
な
る
検
査
＝
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

【
検
査
料
３
万
円（
診
断
書
含
む・税
込
）

の
内
、
上
記
表
の
と
お
り
で
す
】

◦
検
査
の
申
込
＝
事
前
に
公
立
八
女
総

合
病
院
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）
に
電

話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
公
立
八
女
総
合
病
院
の

検
査
で
は
、
１
日
の
検
査
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
日
時
に
検

査
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
償
還
払
い
に
よ
る
助
成
＝
公
立
八
女

総
合
病
院
以
外
の
医
療
機
関
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
お
よ
び
抗
原
定
量
検
査
を
希
望

す
る
人
に
対
し
て
は
、
償
還
払
い
（
後

払
い
）に
よ
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
係（
☎
２
３・１
２
０
１
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
償
還
払
い
の
申
請
に
関
す
る
詳
細
は

八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い 

→

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
検
査

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
）

を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
無
症
状
で
あ
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
の
で
は
な
い
か
と
不

安
を
抱
え
た
り
、
渡
航
等
の
理
由
で
感
染
し

て
い
な
い
証
明
書
が
必
要
な
人
な
ど
、
検
査

を
希
望
す
る
市
民
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
の
検
査
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
保
健
所
に
「
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
疑
わ
れ
る
人
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
は
、
ま
ず
は
、「
か
か
り
つ
け
医
等
」
の
身
近

な
医
療
機
関
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、
強
い
だ
る
さ
（
倦

怠
感
）、
高
熱
等
の
強
い
症
状
が
あ
る
場
合
。

▽
重
症
化
し
や
す
い
人
（
高
齢
者
、
糖
尿
病
、

心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る

人
、
透
析
を
受
け
て
い
る
人
、
免
疫
抑
制
剤
や

抗
が
ん
剤
等
を
用
い
て
い
る
人
）

　

県
で
は
、
発
熱
患
者
の
診
療
ま
た
は
検
査
を

行
う
医
療
機
関
を
「
福
岡
県
診
療
・
検
査
医
療

機
関
」
と
し
て
１
０
０
０
以
上
指
定
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
公
表
の
承
諾
を
得
た
と
こ
ろ
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

「
福
岡
県
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
公
表
」
→

「
か
か
り
つ
け
医
等
」
で
相
談
し
て
も
、
診
療

や
検
査
が
難
し
い
場
合
は
次
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◦
相
談
窓
口
＝
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
）

◦
連
絡
＝
▽
月
曜
日
～
金
曜
日 

8
時
30
分
～

17
時
15
分
【
専
用
電
話
】
０
９
４
４
・
６
８
・

５
２
２
４
▽
夜
間
・
休
日
【
電
話
】
０
９
２
・

６
４
３
・
３
２
８
８

◦
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
係
（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

検査を受ける人 助成額
① 65 歳以上の人
②基礎疾患（慢性閉塞性肺疾患、慢性
腎臓病、糖尿病、高血圧、心血管疾患等）
を有する人。※一定の基準があります。

２万円助成
（自己負担1万円）

②以外の 65 歳未満の人 １万円助成
（自己負担２万円）

▼公立八女総合病院における PCR 検査の助成額

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
誰

も
が
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
人
や
、
療
養
を
終
え
て
学
校
、

職
場
、地
域
に
戻
ら
れ
た
人
、ま
た
、

治
療
に
当
た
っ
て
い
る
医
療
関
係

者
や
社
会
機
能
の
維
持
に
あ
た
る

人
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
不
当

な
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
の
誹
謗
中
傷
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
差
別
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
受
診

を
た
め
ら
い
、
感
染
が
拡
大
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
感
染
者
等
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
や
差
別
的
言
動
は
、
民
事
上

の
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性

が
あ
る
ほ
か
、名
誉
棄
損
罪
と
い
っ

た
刑
事
罰
を
受
け
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
正
し
い
情
報
に
基
づ

い
て
、
こ
の
感
染
症
に
向
き
合
い

行
動
す
る
こ
と
が
、
自
身
を
守
り
、

そ
し
て
私
た
ち
の
社
会
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
相
談

ま
ず
は
「
か
か
り
つ
け
医
等
」へ

※基礎疾患をお持ちの人で、検査当日に書面等で疾患の内容を確
認できない場合は、後日償還払い（後払い）による助成を行います。
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支援事業 支給対象者 給付額 申請期間・問い合わせ

がんばるバイ
八女応援金

八女市内に事業所がある法人、個人事
業者。法人格を有する農業法人や NPO、
医療法人、福祉法人等も申請可能です。

１事業者に
つき10 万円

令和 2 年 5 月7日～
        令和 3 年 3 月 31日㈬
商工振興課（☎２３・１１８９）

がんばるバイ
八 女 事 業 所
家賃支援金

がんばるバイ八女応援金の受給者で、
営業所や店舗等を八女市内で賃借して
いる法人、個人事業者

１事業者に
つき４万円

令和 2 年 7 月8 日～
        令和 3 年 3 月 31日㈬
商工振興課（☎２３・１１８９）

がんばるバイ
八 女 農 林 漁
業応援金

令和 2 年 4 月1日以前から市内に住所
を有し、農業、林業または漁業を自ら営
み、従事しており、今後も継続の意思が
あること。また、農業、林業もしくは漁
業により得られた収入で、年間の主たる
生計を立てていると認められること。

１世帯につ
き10 万円

令和２年6月15日～
        令和 3 年 3 月 31日㈬

農業振興課（☎２３・１１１８）
林業振興課（☎２３・１１６８）

妊 産 婦 応 援
金

①②のいずれにも該当する人です。
①令和 2 年 4 月 28 日から令和 3 年 3
月 31日までの期間に母子健康手帳を保
有している妊婦（当該期間中にすでに出
産した人も含みます）。
②妊産婦応援金の申請日において八女
市の住民基本台帳に記録されている人。
ただし、申請日においてすでに出産した
人にあっては、出産時においても八女市
の住民基本台帳に記録されている人
※流産または死産の場合は、「出産」を

「流産」または「死産」に読み替えます。

妊産婦１人
につき5万円

※２回以上
の妊娠等で
あっても支
給は 1回限
りです。

令和２年 10 月1日～
        令和 3 年 3 月 31日㈬

子育て支援課こども未来係
　　　（やめっこ未来館内）

（☎２４・８８１４／☎２４・８２８２）

支給対象者 給付額 申請期間・問い合わせ
児童扶養手当受給者だけではなく、次の人
が対象となりますので、まだ申請されていな
い人は、お問い合わせください。
◉公的年金等を受給しており、令和２年６月
分の児童扶養手当の支給が全額または一部
停止された人。（児童扶養手当の申請をして
いれば、令和２年６月分の児童扶養手当の
支給が全額または一部停止されたと推測さ
れる人も含みます）
◉ひとり親世帯で、新型コロナウイルス感染
症の影響を受けて家計が急変するなど、収
入が児童扶養手当を受給している人と同じ
水準となっている人

【ひとり親世帯臨時特別給付金（国事業）】
《基本給付》１世帯５万円（第２子以降１
人につき３万円）

《再支給分》基本給付と同額
※令和 2 年 12 月11日時点でまだ基本給
付の申請を行っていない人で、それ以降に
基本給付の申請を行う人は、再支給分の
基本給付について併せて申請を行うことが
できます。

【ひとり親家庭応援金（市単独事業）】
１世帯３万円

令和２年7月13日～
令和3年2月26日㈮
子育て支援課

（ひとり親世帯臨時特
別給付金担当）
☎２３・１３５１

▼市独自支援事業 ※昨年から実施している事業です

新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕事をひとりで担う低所得のひとり親世帯を支援するため、「ひ
とり親世帯臨時特別給付金（国給付事業）」と「ひとり親家庭応援金（八女市独自事業）」を支給しています。

八女市ひとり親世帯臨時特別給付金（国事業）・
ひとり親家庭応援金（市独自事業）

申請期限は
２月26日㈮

申請期限は
3月31日㈬ 新型コロナウイルス感染症に関する支援策

新型コロナウイルス関連各種支援金の申請期限が迫っています！

 ※昨年から実施し
ている事業です
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ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
、
就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得

す
る
た
め
、
１
年
以
上
養
成
機
関

で
修
業
す
る
場
合
、
修
業
期
間
中

の
生
活
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

修
業
す
る
期
間
（
48
か
月
を
上
限
）

に
毎
月
訓
練
促
進
費
を
、
ま
た
修

了
後
に
修
了
支
援
金
を
支
給
し
ま

す
。

◦
給
付
を
受
け
ら
れ
る
人
＝
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
母
ま
た
は
父
。

①
八
女
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対

象
水
準
で
あ
る
人

③
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以
上

修
業
予
定
で
あ
る
人

④
仕
事
や
育
児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

◦
対
象
資
格
の
例
＝
看
護
師
・
准

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
調

理
師
、
歯
科
衛
生
士
、
柔
道
整
復

師
、
理
・
美
容
師
、
社
会
福
祉
士
、

建
築
士
、
自
動
車
整
備
士
な
ど

◦
事
前
相
談
＝
申
請
前
に
は
、
必

ず
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
資
格

取
得
へ
の
意
欲
能
力
、
現
在
の
生

活
状
況
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
、
就
職
に
つ
な
が
る
能
力
開
発

の
た
め
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
受
講
し
た
教
育
訓
練
講
座
の

受
講
料
を
助
成
し
ま
す
。
給
付
を

受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。
対
象
と
な
る
講
座
や
支

給
額
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◦
給
付
を
受
け
ら
れ
る
人
＝
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
母
ま
た
は
父
。

①
八
女
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対

象
水
準
で
あ
る
人

③
当
該
教
育
訓
練
受
講
が
適
職
に

就
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

人◦
対
象
講
座
＝
雇
用
保
険
教
育
訓

練
給
付
金
制
度
の
一
般
指
定
講
座

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
Ｈ
Ｐ
参
照
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
そ
の
児
童
が
高
等
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
し
受

講
し
た
対
策
講
座
の
受
講
料
を
助

成
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
講
座
や

支
給
額
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
給
付
を
受
け
ら
れ
る
人
＝
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
母
、
父
ま
た
は
そ
の
児
童
で

す
。

①
八
女
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対

象
水
準
で
あ
る
人

③
高
卒
認
定
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
が
適
職
に
就
く
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
人

④
大
学
入
学
資
格
を
取
得
し
て
い

な
い
人

◦
対
象
講
座
＝
高
卒
認
定
試
験
の

合
格
を
目
指
す
講
座
（
通
信
制
講

座
を
含
む
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
の
進
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
付

を
行
い
ま
す
。

◦
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
＝

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

で
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
人

②
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

③
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ

た
人
（
寡
婦
）

④
寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子

（
20
歳
以
上
）

⑤
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し

た
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女

子
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
以
外
の
人

◦
貸
付
金
の
種
類
（
進
学
関
係
）

【
修
学
資
金
】

▽
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
専
修
学
校

に
就
学
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資

金▽
貸
付
限
度
額
は
、
学
校
種
別
等

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

【
就
学
支
度
金
】

▽
小
・
中
学
校
（
義
務
教
育
学
校

を
含
む
）、
高
校
、
高
専
、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
専
修
学
校

に
進
学
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資

金▽
貸
付
限
度
額
は
、
学
校
種
別
等

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

※
貸
付
金
の
種
類
や
限
度
額
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

ひとり親家庭の就業・進学を支援します
八女市では、ひとり親家庭のお母さん・お父さんの就業、およびお子さんの進学を支援します。
詳細はお問い合わせください。
◦問い合わせ＝子育て支援課 こども支援係（☎２３・１３５１）

八
女
市
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

八
女
市
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
制
度



62021.2.15　広報八女

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
対
象
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
○
○
Ｐ
Ａ
Ｙ
や
△
△
カ
ー

ド
を
申
し
込
む
と
チ
ャ
ー
ジ
・
買
い
物
し
た

金
額
の
25
％
分
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

使
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
付
与
さ
れ
る
も
の

で
す
。
た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
一
人
あ
た
り

５
０
０
０
円
分
が
上
限
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０・９
５・０
１
７
８
（
無
料
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
５
番
」
を
選
択
（
平

日
９
時
30
分
～
20
時
、
土
日
祝
９
時
30
分

～
17
時
30
分
）

　

全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

が
混
み
あ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
に

か
け
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い

な
い
人
を
対
象

に
申
請
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

（
差
出
人
は「
地

方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
で
す
）
こ
の
申
請

書
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
令
和
２
年
中
に
出
生
し
た
人
の
申
請
書

は
郵
送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
75
歳
以
上
の
人
の
申
請
書
送
付
は
来

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
く
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

申
請
書
が
必
要
な
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ

市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
係

（
☎
２
３・１
１
１
７
）

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
条
件

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
３
年

　

３
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
人

◦
申
込
・
取
得
可
能
期
間

　

令
和
３
年
９
月
末
ま
で

◦
付
与
対
象
人
数

　

全
国
５
０
０
０
万
人
ま
で

　本庁市民課、支所市民
生活福祉係では、マイナン
バーカードの申請に必要な
顔写真を無料で撮影して
申請のお手伝いをしていま
す。マイナポイント申込手
続きのお手伝いもしていま
す。気軽にご利用ください。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
期
間
延
長
と

付
与
対
象
人
数
を
拡
大

問
い
合
わ
せ

申
請
書
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

申請サポート実施中！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
Ｈ
Ｐ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
上
限
５
０
０
０
円
分
が
も
ら
え
る

カ
ー
ド
申
請
は
３
月
末
ま
で
に
！
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電
話
に
よ
る
納
付
確
認
や
督
促
状
、
催
告
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
督
促
手
数
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
、
い
っ
た
ん

利
用
料
の
全
額
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
あ
と
か
ら
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
保
険
給
付

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
、

全
額
が
自
己
負
担
な
う
え
、
保
険
給
付
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
、
一
時
的
に
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
け
れ
ば
、
差
し
止
め
た
払

い
戻
し
分
か
ら
滞
納
し
て
い
る
介
護
保
険
料
を
差

し
引
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
自
己
負
担
額

が
３
割
（
自
己
負
担
が
も
と
も
と
３
割
の
人
は
４

割
）に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
ま
で
の
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て
納
め
た

く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
特
段
の
お
申

し
出
が
な
い
場
合
は
、
滞
納
の
期
間
に
応
じ
上
記

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
健
康
診
査
の

受
診
期
限
は
令
和
３
年
３
月

31
日
で
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
お
早
め
に
医
療
機
関
に

予
約
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、受
診
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療

機
関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
に
て

相
談
の
う
え
、
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

受
診
に
は
、「
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）」
と
広
域
連
合
が
郵

送
し
た
「
受
診
票
」、「
自
己
負

担
金
５
０
０
円
」が
必
要
で
す
。

受
診
票
は
令
和
２
年
４
月
末

現
在
で
被
保
険
者
の
人
に
は
４

月
下
旬
～
５
月
上
旬
に
、
ま
た

令
和
２
年
５
月
以
降
に
75
歳

に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
10
日

頃
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
75
歳
に
な
る

人
は
、
75
歳
の
誕
生
日
以
降
に

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

健
診
実
施
医
療
機
関
が
分

か
ら
な
い
場
合
や
、
受
診
票
の

再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、
お

気
軽
に
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
診
票
の
再
発
行
に
は
１
週

間
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

〒812-0044

福
岡
市
博
多
区

千
代
四
丁
目
1
番
27
号
（
福

岡
県
自
治
会
館
5
階
）

☎
０
９
２
６
５
１
・
３
１
１
１

N
０
９
２
６
５
１
・
３
９
０
１

Shttp://w
w

w.fukuoka-
kouki.jp

介
護
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

介
護
保
険
は
、
公
費
と
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料
は
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
時
は
、
保
険
料
の
減
免
や
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
難
し
い
時
は
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
担
当
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

１
年
以
上
納
め
な
い
と
…

１
年
６
か
月
以
上
納
め
な
い
と
…

２
年
を
過
ぎ
る
と
…

【介護保険料の遡及期間制限について】
　介護保険法により、当該年度最初の納期の翌
日から起算して原則２年を経過した日以降は、遡
及賦課ができません。所得の申告遅れなどで遡
及期間制限に該当すると、保険料の還付ができ
なくなる場合があるのでご注意ください。

◦問い合わせ＝介護長寿課　介護保険係
　（☎２３・１３５３）
　または、各支所市民生活福祉係へ

年
に
1
度
は

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

受診期限は
3月31日

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
対
象
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
○
○
Ｐ
Ａ
Ｙ
や
△
△
カ
ー

ド
を
申
し
込
む
と
チ
ャ
ー
ジ
・
買
い
物
し
た

金
額
の
25
％
分
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

使
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
付
与
さ
れ
る
も
の

で
す
。
た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
一
人
あ
た
り

５
０
０
０
円
分
が
上
限
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０・９
５・０
１
７
８
（
無
料
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
５
番
」
を
選
択
（
平

日
９
時
30
分
～
20
時
、
土
日
祝
９
時
30
分

～
17
時
30
分
）
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歯
や
口
の
機
能
（
口
腔
機
能
）
は
、「
し
っ
か

り
食
べ
る
こ
と
」
や
「
楽
し
く
話
す
こ
と
」
な
ど

健
康
的
な
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

機
能
で
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
こ
の
よ
う
な

口
腔
機
能
の
低
下
を
意
味
し
ま
す
。
歯
や
口
の
健

康
が
衰
え
る
と
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
全
身

に
悪
影
響
が
及
び
、
や
が
て
寝
た
き
り
な
ど
の
要

介
護
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
が
実
施
し

た
研
究
に
よ
る
と
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
よ
っ

て
４
年
後
の
要
介
護
や
死
亡
の
リ
ス
ク
は
、
健
康

な
人
の
２
倍
以
上
に
高
ま
る
と
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　

口
腔
内
を
清
潔
に
す
る
こ
と
は
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎

（
※
）
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
感
染
症

や
低
栄
養
の
予
防
に
も
有
効
で
す
。
歯
や
口
の

ち
ょ
っ
と
し
た
衰
え
を
見
逃
さ
ず
、
日
々
の
口
腔

ケ
ア
を
続
け
て
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

※
食
べ
物
や
飲
み
物
が
、
食
道
で
は
な
く
誤
っ
て

気
管
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
誤
嚥
と
い
い

ま
す
。
こ
の
誤
嚥
で
異
物
や
細
菌
な
ど
が
気
管
に

入
る
と
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
誤
嚥
性
肺
炎
と
い
い
、
重
症
化
し
て
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

歯
や
口
の
ト
ラ
ブ
ル
は
初
期
段
階
で
は
自
覚
症

状
が
少
な
い
も
の
で
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が

進
行
す
る
前
に
発
見
し
、
改
善
す
る
こ
と
が
大
変

重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
異
常
の
早
期
発
見
と
専
門

的
な
対
処
に
効
果
的
な
の
が
定
期
的
な
歯
科
健

診
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
自
覚
症
状
は
な
く
て
も
、

半
年
に
一
度
を
目
安
に
し
て
歯
科
医
院
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※
歯
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
義
歯
等
を
適

切
に
使
っ
て
堅
い
も
の
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
口
の
中
の
細
菌
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、
毎

食
後
の
歯
磨
き
が
重
要
で
す
。
と
く
に
歯
周
病
菌

が
繁
殖
し
や
す
い
歯
と
歯
茎
の
境
目
、
歯
ブ
ラ
シ

が
届
き
に
く
い
奥
歯
な
ど
を
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ

う
。
義
歯
を
装
着
し
た
ま
ま
で
は
な
く
、
外
し
て

丁
寧
に
磨
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
噛
む
力
」
が
衰
え
は
じ
め
る
と
、
や
わ
ら
か

い
食
材
ば
か
り
を
選
び
が
ち
に
な
り
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
も
崩
れ
ま
す
。
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材
を

メ
ニ
ュ
ー
に
一
品
取
り
入
れ
る
だ
け
で
も
、
噛
む

機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

り
ま
す
。

　

口
の
体
操
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
で
、
口

周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
下

に
、
日
本
歯
科
医
師
会
が
推
奨
す
る
口
腔
体
操

を
2
つ
紹
介
し
ま
す
。（
出
典：日
本
歯
科
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
口
腔
体
操
」）

パタカラ体操
　舌と口を大
きく動かす体
操をすること
で、口の周り
の筋肉や舌
の動きを改善し、飲み込む機
能を鍛えることができます。
①「パ」…唇をはじくように
②「タ」…舌先を上の前歯の
裏につけるように
③「カ」…舌の奥を上顎の奥
につけるように
④「ラ」…舌をまるめるように
各発音８回を２セット行う。

唾液腺マッサージ
　唾液腺をマッサージすることで、唾液の分泌を促進し口の中の
乾燥を防ぎます。また唾液には口内の汚れを洗い流す効果もあり、
口臭や虫歯の予防にもつながります。食事前にマッサージを行うこ
とで、お口の周りの筋肉の緊張がほぐれ、口を開けやすくなります。

②顎下腺マッサージ
顎のラインの内側のくぼ
み部分 3 ～ 4 か所を順
に押していく。目安は各
ポイントを 5 回ほど。

③舌下腺マッサージ
顎の中心当たりの柔らか
い部分に両手の親指を揃
えて当て、10回ほど上方
向にゆっくり押し当てる。

①耳下腺マッサージ
指数本を耳の前（上
の奥歯あたり）に当て、
10 回ほど円を描くよう
にマッサージしていく。

日
々
の
口
腔
ケ
ア
で
健
康
寿
命
を

伸
ば
し
ま
し
ょ
う

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
の

４
点
の
ポ
イ
ン
ト

１ 

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

２ 

口
の
中
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
！

３ 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
噛
み
ご
た
え
の
あ
る

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

４ 

体
操
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
！

健 康 コ ラ ム
3月の健康だより介護長寿課（☎ 23･1203）

♥

オーラルフレイル を知っていますか？
健康で長生きするためにはお口の健康も大切です！
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チキンソテー のり柚子胡椒ソース
八女はおいしい

～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
① 鶏もも肉は塩、こしょうをふる。② フライパンに菜種油を
入れて弱めの中火にかけ、①の鶏肉の皮を下にして入れる。（焼
いている間は鶏肉は動かさない）③ こんがりと焼き色が付き、
側面が白っぽくなってきたら裏返し、３～５分焼く。④ 全体が
焼けたら皿に取り出し、空いたフライパンにＡを入れ火にかけ、
煮立ったら焼きのりをちぎり入れて混ぜる。⑤ 鶏肉は切り分け
て盛り、④をかけてレタスとトマトを添える。

野菜を「目標1日350ｇ以上食べる」ために、毎日“あと一皿 70ｇの野菜を”

【材料】4人分
鶏もも肉…小2枚（1人60ｇ）、塩…小さじ1/4、こしょう…
少々、菜種油…小さじ1、焼きのり…全形4枚、レタス…4枚、
トマト（八女産）…1個
酒…大さじ2、水…大さじ2、濃口醤油…大さじ1、きび砂
糖…小さじ1、柚子胡椒…小さじ1

広報八女　2021.2.159

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

156kcal
11.5g
9.5g
4.6g

336mg
18mg
26mg
0.8mg

1.6g
2.2g

1人分あたりの栄養価

八女市食生活改善推進会の福岡県産のりを使用したレシ
ピです。のりとゆずの香りが楽しめる一品で、魚や豆腐
にかけても良いですよ。ぜひ作ってみてください。

　感染症拡大を予防しながら実
施します。対象者のみなさんに
は個別にお知らせします。

【旧八女市・立花町のみなさん】
◦会場＝やめっこ未来館
◦日にち・対象
3月9日㈫＝10か月児健康診査

（令和2年5月生まれ）
3月17日㈬＝4か月児健康診査

（令和2年11月生まれ）
3月18日㈭＝3歳児健康診査（平
成30年2月生まれ）
3月23日㈫＝1歳6か月児健康診
査（令和元年8月生まれ）
※3歳児健診の日程を年度当初(こ
どもの健康カレンダー)の予定から
変更しています。ご注意ください。

【黒木町・上陽町・矢部村・星野村
のみなさん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日にち＝3月16日㈫
◦対象＝1歳6か月児健康診査

（令和元年7月と8月生まれ）／
3歳児健康診査（平成30年1月
と2月生まれ）

乳幼児健診 

　心理士による個別相談です。
対象者は小学校就学前までの、
成長発達面に不安がある人です。
予約制のため、ご希望の人は電
話で予約をお受けしています。
気軽にご相談ください。

乳幼児心理相談

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）
の講話を行います。定員12人。
託児もありますが、感染症拡大
予防のため、できるだけ保護者
のみでご参加ください。
◦日時＝3月18日㈭ 10時～ 12時
※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝やめっこ未来館
◦持参品等＝筆記用具、4か月児
健診で配布した離乳食冊子

ベビーズクッキング【要予約】

　住民の皆さんの健やかな毎日
のために、健康相談を行ってい
ます。保健師や管理栄養士が健
康に関するいろいろな相談に応
じます。（《保》は保健師、《栄》
は管理栄養士が従事します）
予約優先。ご希望の人は、電話
で予約を受けています。
◦3月1日㈪10時～ 11時
八女市保健センター 《保･栄》
◦3月4日㈭14時～ 15時
矢部支所 《保》
◦3月10日㈬10時～ 11時
上陽支所 《栄》
◦3月15日㈪10時～ 11時
立花市民センター 《保》
◦3月23日㈫10時～ 11時
黒木支所 《保》
◦3月26日㈮10時～ 11時
星野支所 《栄》

健康相談 

　心理士による個別相談です。
対象者は市内在住で、こころに
悩みがある人です。気軽にご
相談ください。要予約。
◦日にち＝3月24日㈬
※受付13時30分～ 15時30分
◦会場＝おりなす八女研修棟 

心理士によるこころの相談

　感染症拡大予防のため、予約
制で実施します。ご希望の人は
問い合わせください。
◦3月3日㈬ 9時30分～ 10時30分
／やめっこ未来館

子育て相談【要予約】

3
月
の
各
種
相
談
・
健
診

★申込・問い合わせ
＝子育て支援課こども未来係（やめっこ未来館☎24・8282）

自然災害や感染症の拡大の状況によっては、変更となる場合がありますのでホームページなどでご確認ください。

★申込・問い合わせ
＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）

お子さんの発達・発育や育児等
について、心配事やご相談などが
ありましたら、子育て支援課こど
も未来係（やめっこ未来館内）☎
24・8282 までご連絡ください。

A
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「福岡県の名勝庭園‐日本
庭園の見方・楽しみ方‐」
　文化財に指定された庭園を「名
勝庭園」と呼びます。福岡県にある
８件の国指定名勝は、本県に質の高
い庭園文化が存在したことを物語り
ます。本講座では、福岡県の名勝庭
園をはじめ、日本庭園の基本的な見
方・楽しみ方を紹介します。
◦日時＝ 2 月27日㈯ 13 時 30 分～
15 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館「い
わいの郷」
◦講師＝正田実知彦さん（福岡県人
づくり・県民生活部文化振興課世界
遺産室主任技師）
◦定員＝ 30 人（要事前申込、2 月
15日から受付開始）
◦問い合わせ＝八女市岩戸山歴史文
化交流館「いわいの郷」

（☎ 24・3200 ／N24・3210）
※社会情勢を考慮し、来場者の安
全な参加が難しいと判断した場合に
は、直前に急きょ中止にする可能性
があります。ご了承ください。

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
自
由
で
す
。

①
持
参
②
郵
送
（
〒
８
３
４
・

８
５
８
５
八
女
市
本
町
６
４
７
男

女
共
同
参
画
推
進
係
）
③
フ
ァ

ク
ス
（
２
２
・
２
１
８
６
）
④
電

子
メ
ー
ル
（dsuishinkakari@

city.yam
e.lg.jp

）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
３

１
４
）

◦
日
時
＝
３
月
12
日
㈮・26
日
㈮
、

17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
４
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
６
０
０
円
、
サ
ウ
ス

ク
ラ
ブ
会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　　

八
女
市
で
の
起
業
を
検
討
し

て
い
る
人
や
す
で
に
起
業
し
て
い

る
人
、
何
か
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
探
し
て
い
る
人
で
、
八
女
市
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
仲
間
づ
く
り

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
よ

り
良
い
八
女
市
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
お
持

ち
の
人
、
解
決
へ
向
け
た
技
術
や

知
識
を
お
持
ち
の
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
25
日
㈭
18
時
30

分
～
20
時

◦
場
所
＝
地
域
し
ご
と
づ
く
り
拠

【
芸
能
大
会
第
２
部
】
◦
日
時
＝

３
月
７
日
㈰
13
時
開
演
◦
場
所

＝
開
発
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
長
井
手

さ
ん
（
☎
４
２
・
０
６
３
１
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間
が
増
え

た
今
、
家
の
中
の
モ
ノ
と
向
き
合

い
、
頭
と
心
の
中
も
整
理
し
ま
せ

ん
か
。
自
分
と
自
分
を
取
り
巻

く
環
境
を
認
識
す
る
力
を
付
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
・
内
容
＝
①
３
月
11
日

㈭
「
い
ま
こ
そ
、
断
捨
離
®
を
始

め
て
み
よ
う
。」
②
３
月
12
日
㈮

「
断
捨
離
®
の
モ
ノ
の
片
づ
け
は
、

心
の
片
づ
け
」
い
ず
れ
も
19
時
～

点
施
設 

南
仙
荘
（
黒
木
町
今
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も

◦
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
株
式
会

社
あ
わ
え
（
☎
０
５
０
・
３
１
８

８
・
５
３
８
２
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
な
お
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
ご
来
訪
の
際
は
マ

ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

入
場
制
限
を
行
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
2
月
28
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

【
展
示
部
門
】
◦
日
時
＝
３
月
５

日
㈮
～
３
月
31
日
㈬
、
９
時
～

◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里

【
芸
能
大
会
第
1
部
】
◦
日
時
＝

３
月
６
日
㈯
12
時
45
分
開
会
式
、

13
時
開
演
◦
場
所
＝
開
発
セ
ン

タ
ー

21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
・
交
流

室
Ａ
（
託
児
は
創
作
練
習
室
Ｂ
）

◦
講
師
＝
檀
葉
子
さ
ん
（
断
捨
離

®
ト
ッ
プ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

◦
参
加
対
象
＝
八
女
市
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
お
り
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
し
た
い
女
性
（
原
則
と

し
て
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
）

◦
定
員
＝
先
着
25
人
（
２
月
26

日
㈮
ま
で
受
付
）

◦
託
児
＝
生
後
６
か
月
～
就
学
前

（
無
料
）

◦
申
込
方
法
＝
住
所
（
市
外
の

場
合
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名

も
）・
氏
名
・
電
話
番
号
・
託
児

希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
、

性
別
、
年
齢
を
明
記
の
上
、「
女

性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」

と
書
い
て
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座「W

hat?

断
捨
離
®
」

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

八
女
の
未
来
創
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〜
10
年
後
の
八
女
市

に
は
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
な
〜

黒
木
文
化
連
盟 

文
化
発
表
会

お
知知

ら
せ
お
知知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

も
よ
お
し

も
よ
お
し

掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
令

和
３
年
２
月
２
日
時
点
の
も

の
で
す
。
変
更
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｈ

Ｐ
や
問
い
合
わ
せ
先
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」歴史講座
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２
月
17
日
㈬
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）

を
用
い
た
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
八
女
市

で
は
、
こ
の
訓
練
実
施
の
た
め
、

午
前
11
時
ご
ろ
、
防
災
ラ
ジ
オ

の
自
動
起
動
に
よ
り
大
音
量
で

「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
と
い
う
放
送
が
流
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・

津
波
や
武
力
攻
撃
等
の
緊
急
情

報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

▽
山
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬▽
中
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
７
日
㈰
～
28
日

㈰◦
問
い
合
わ
せ
＝
第
一
整
備
室
農

林
土
木
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

や
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
体
験
型
農
園
で
す
。
安
全
・

安
心
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
だ
わ
り
野

菜
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
申
込
締
切
＝
３
月
12
日
㈮

◦
募
集
区
画
＝
40
区
画
（
１
区
画

20
㎡
）
※
応
募
者
多
数
時
抽
選

◦
貸
出
期
間
＝
令
和
３
年
４
月
１

日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
（
１

年
間
）

◦
利
用
料
＝
１
区
画
６
千
円
／
年

◦
貸
出
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村
の
西

側
、
第
一
駐
車
場
横

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振

興
課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

　

登
り
窯
は
、
薪
を
燃
や
し
、

炎
の
あ
た
り
方
で
で
き
上
が
り
の

色
が
変
わ
っ
て
く
る
昔
な
が
ら
の

焼
成
法
で
す
。
今
回
、
男
ノ
子

焼
の
里
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸

家
・
小
学
生
等
の
作
品
を
登
り

窯
で
焼
く
体
験
活
動
を
企
画
し

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
窯

入
れ
す
る
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
先
着
順
と
し
ま
す
。

◦
窯
入
れ
＝
４
月
上
旬　

◦
窯
出
し
＝
４
月
中
旬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
ノ
子

焼
の
里
事
務
局
谷
川
さ
ん
（
☎
０

　

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数

等
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
・
申

込
受
付
期
間
＝
２
月
26
日
㈮
～

３
月
８
日
㈪

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、
公
社
管
理
事

務
所
・
出
張
所
、
市
役
所
定
住

対
策
課
、
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
）

◦
資
格・募
集
人
数
＝
中
卒
以
上
、

年
齢
不
問
、
20
人
程
度
（
男
女
）

◦
願
書
受
付
＝
２
月
24
日
㈬
～

３
月
5
日
㈮

◦
試
験
日
＝
３
月
７
日
㈰

◦
試
験
科
目
＝
作
文
・
面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
柳
川
山
門
医
師

会
看
護
高
等
専
修
学
校
（
☎
０

９
４
４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

　

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、
農
産
物

を
育
て
る
楽
し
さ
、
収
穫
す
る

喜
び
を
肌
で
実
感
で
き
、
健
康

　

男
女
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
対
等
な
構
成
員
と

し
て
喜
び
も
責
任
も
共
に
分
か

ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
い

き
い
き
と
輝
く
男
女
共
同
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
第
５
次

八
女
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
（
案
）
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
策
定
中
の
行
動
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◦
行
動
計
画
（
案
）
の
閲
覧
場

所
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
係
、

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
、

八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

◦
期
間
＝
２
月
26
日
㈮
ま
で

◦
意
見
の
提
出
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
行
動
計
画
（
案
）

へ
の
意
見
を
明
記
し
、
次
の
①
～

④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
様
式
不
問
）。

①
持
参 

②
郵
送（
〒
８
３
４
・
８

５
８
５
八
女
市
本
町
６
４
７
男
女

共
同
参
画
推
進
係
あ
て
）
③
フ
ァ

ク
ス
（
２
２
・
２
１
８
６
）
④
電

子
メ
ー
ル
（dsuishinkakari@

city.yam
e.lg.jp

）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画

推
進
係
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

柳
川
山
門
医
師
会

看
護
高
等
専
修
学
校
生
徒

第
５
回
県
営
住
宅
入
居
者

（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

令
和
３
年
度
べ
ん
が
ら
村

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」利
用
者

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

情
報
伝
達
試
験
放
送

第
５
次
八
女
市
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画（
案
）へ
の
意
見

男
ノ
子
焼
の
里

登
り
窯
で
焼
く
作
品
を
募
集

春
季
停
水
の
お
知
ら
せ

募
　
集

募
　
集

一
　
般

一
　
般

◦募集職種＝文化財専門職員
◦応募資格＝次のいずれかを有する人
①大学において考古学を専攻し卒業した
人、もしくはそれ相当の経験を有する人
②埋蔵文化財の発掘指導ができる人、もし
くは発掘経験が 5 年以上ある人
③文化財調査報告書の作成ができる人、も
しくは作成補助の経験が 5 年以上ある人
◦募集人員＝１人
◦業務内容＝発掘調査報告書作成業務・
埋蔵文化財発掘調査業務
◦受付期間＝ 2 月15 日㈪～ 3 月1日㈪

（郵送の場合は 3 月1日㈪必着）
◦試験日＝ 3 月 7 日㈰９時～
◦選考方法＝書類審査・面接
◦提出書類＝申込書（文化振興課に準備）、
資格証明書の写し
◦申込・問い合わせ＝文化振興課文化係

（☎ 23・1982）

会計年度任用職員募集
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■ 4か月さん集まれ（10月生まれ）
「ベビータッチ」◦ 3/4 ㈭ 10:00 ～
12:00 ／飲み物持参／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 3/4 ㈭、3/18 ㈭ 13:30 ～ 15:00
／要申込
■マタニティさん集まれ♪ 

「赤ちゃんのお世話と沐浴体験」
◦ 3/13 ㈯ 10:00 ～ 12:00 ／託児あ
り／要申込
■移動図書館の日
◦ 3/17 ㈬ 10:30 ～ 11:10

■スペシャルday
「功二先生と親子エクササイズ」
◦ 3/7 ㈰ 10:30 ～ 12:00 ／ 3/3 ㈬
までに要申込
■つくろうね
 「ひなまつり製作」
◦ 3/12 ㈮ 10:30 ～ 11:30 ／定員あ
り／ 3/9 ㈫までに要申込
■はっぴぃバースデー

「あやちゃんばぁばのお話」
◦ 3/16 ㈫ 10:30 ～ 11:30 ／ 3/13
㈯までに要申込

■ほんの森ぶっくるん
「移動図書館のバスが来ます」
◦ 3/2 ㈫ 10:30 ～／図書カードを
ご持参ください。
■わ・わ・ＷＡ！「おひなまつり会」

◦ 3/3 ㈬ 10:00 ～／要申込
■すてきな誕生会♥
◦3/11㈭ 10:00 ～／※誕生月者のみ
要申込／どなたでも参加できます。
■すくすく子育て

「お楽しみ会」
◦3/17 ㈬ 10:00 ～／要申込／参加
費 300 円

■ 10:00 ～ 13:00
▽東公民館 3/2 ㈫
▽長峰保育所 2 階 3/3 ㈬
▽上陽公民館 3/5 ㈮
▽室岡公民館 3/19 ㈮
▽かがやき 3/23 ㈫
▽矢部基幹集落センター 3/24 ㈬
■ 10:00 ～ 16:00
▽出張ひろばトゥインクル
3/4㈭、11㈭、18㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 3 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院
（23・4131）
［火・木］筑後市立病院
（0942・53・7511）
▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【3月】7㈰ ・20㈷・21㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【3月】14㈰・28㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

3月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】日曜日・祝日に開
いている薬局を、八女筑後薬剤師
会のホームページ（http://ycpa.
info）で確認することができます。

3月7日（日）
いしもと小児科（岩崎）  22・7111
原医院（黒木町） 42・0336
いまやま歯科（広川町） 32・7020
3月14日（日）
藤本産婦人科小児科（東宮野町）23・2733
角整形外科医院（黒木町） 33・2121
いなとみ歯科クリニック（広川町） 32・5123
みやた眼科（広川町） 32・6888
3月20日（祝）
東洋医学ひぐちクリニック（大島）23・2765
冨田医院（黒木町） 42・0173
おおくま歯科医院（立花町） 22・3550
ちぢわ耳鼻咽喉科医院（広川町）32・0144
長崎眼科クリニック（本村） 22・6123
3月21日（日）
ごんどう内科（山内） 23・3010
山口医院（星野村） 52・3131
山本歯科医院（本町） 24・3305
3月28日（日）
古賀泌尿器（馬場） 24・3121
中村内科医院（立花町） 37・1601
永田歯科医院（筑後市）0942・52・2133

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会

（☎23・0294）

株式会社熊谷光玉園
3 月８日㈪
  10 時～ 11時 30 分、
  12 時 30 分～ 15 時 30 分
立花市民センター
3 月16 日㈫
  10 時～ 12 時、
  13 時～ 15 時 30 分
ふじの里（黒木町）
3 月19日㈮
  10 時～ 12 時 30 分、
  13 時 30 分～ 15 時 30 分
農業活性化センター(上陽町）
3 月25 日㈭ 
   10 時～ 12 時
八女市総合体育館
３月25 日㈭  
   14 時～ 16 時
八女市立三河小学校
３月29日㈪ 
   10 時～ 12 時
マンガ倉庫八女店
３月29日㈪
  14 時～ 16 時



   

就
労
等
の
た
め
、
夜
間
に
人
工
透
析

を
受
け
て
い
る
腎
臓
疾
患
患
者
に
対
し

て
、
令
和
２
年
10
月
～
令
和
３
年
３
月

の
通
院
に
伴
う
交
通
費
の
一
部
（
月
額

２
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当

す
る
こ
と
。

①
夜
間（
17
時
以
降
）
に
人
工
透
析
を
１

か
月
間
に
５
回
以
上
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

③
通
院
距
離
（
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま

で
の
距
離
）
ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の

ア
か
ら
ウ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
も
っ
ぱ
ら
自
家
用
車

を
使
用
し
て
い
る
人
で
ア
に
該
当
し
な

い
人
で
あ
っ
て
も
、
公
共
交
通
機
関
ま

た
は
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
通
院
費
用
が

２
千
円
以
上
負
担
し
た
月
が
あ
る
場
合

は
、
該
当
月
に
つ
い
て
は
、
イ
ま
た
は
ウ

に
該
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

ア
自
家
用
車
使
用
の
場
合
…
通
院
距
離

が
片
道
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。

イ
公
共
交
通
機
関
使
用
の
場
合
…
１
か

月
２
千
円
以
上
の
運
賃
の
負
担
を
し
た

こ
と
。

ウ
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
…
領
収
書
に

基
づ
き
１
か
月
２
千
円
以
上
の
負
担
を

し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
請
窓
口
＝
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉

係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
（
☎
２
２
・
６
９
７
１
）

Ｒ
２
年
度 

県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金（
後
期
分
）の
支
給
に
つ
い
て

おりなす八女     イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

主催：NPO法人おりなす八女文化事業振興会・八女市

3 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 ＦＡＸ番号

3/13㈯

令和２年度八女市「市民との協働によるまちづくり提案事業」
言葉・子育てアドバイザー木下律子先生による講話
演題：“子どもの心の奥の声が聴こえます”
子どもたちにより健やかに、より笑顔で過ごしてほしい
そんな私たちが大切にしたい「想い」と「言葉」

はちひめ 13: 30
～ 15: 30

無 料
（要申込）

ひまわりの会八女・筑後
（ちくご地域ユースサポート内）

【FAX 申込】
0942・
27・8434

 チケット発売中

福田進一

（全席指定） 一般一般 3,500 円
友の会 3,000 円

北九州市出身。京都大学法学
部卒。1999 年在学中に文芸誌

「新潮」に投稿した『日蝕』に
より第120 回 芥川賞を受賞。
2017年『マチネの終わりに』

（渡辺淳一文学賞）58万部超
のロングセラーとなっている。

『音楽と文学～
  響きあう二つの世界』

平野啓一郎
(小説家 )

トークセッション
福田進一×平野啓一郎

ゲスト

ハーモニーホール2/28(日)１5:00開演

～映画「マチネの終わりに」によせて～ギターリサイタル

『マチネの終わりに』音楽集

〈プログラム〉ピアソラ生誕 100 年

バッハ：プレリュード～チェロ組曲

A.ピアソラ：南へ帰ろう

：天使の死 ほか
：ブエノスアイレスの夏、冬
：勝利

第3番BWV1009より

ほか

菅野祐悟：幸福の硬貨
レノン＆マッカートニー (武満徹編)：
バリオス：大聖堂

イエスタデイ
～映画「マチネの終わりに」より

瀧本幹也C

Takanori IshiiC

【メール申込先】
  himawari.yamechikugo@gmail.com

【申込記入内容】参加者氏名(ふりがな)・
連絡先(電話番号かメールアドレス)

　八女市在住の 20 歳～ 74 歳の人で
HbA1c が 5.6 ～ 6.4（境界型）で糖尿病
の治療をしていない人を対象にした教室
を行います。
◦日時＝３月12日㈮ 10 時～12 時（受付・
健康チェック 9 時 30 分～９時 50 分）
◦場所＝おりなす八女交流棟１階交流室Ａ
◦参加費＝無料
◦定員＝15 人
◦持ってくる物＝特定健診結果、筆記用
具、八女市健康ポイントカード
◦内容＝血圧測定など健康チェック、市
保健師・管理栄養士による糖尿病予防と
食事についての話。
※当日は、普段ご自身が食べている食事
量のチェックなども行います。
◦申込期間＝2 月15日㈪～ 2 月24日㈬
◦申込・問い合わせ＝健康推進課
　（☎２３・１３５２）

広報八女　2021.2.1513

生活習慣病予防教室
（糖尿病予防）

参加者
募集



人
権
擁
護
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

福岡法務局長から
感謝状

徐福伝説を伝える童男山ふすべ

高齢者福祉功労者として県知事表彰

　

市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

令
和
３
年
１
月
１
日
付
で
次
の

人
た
ち
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
5

年
12
月
31
日
ま
で
。

《
再
任
》
小
川　

完
（
上
陽
町
）

《
新
任
》
橋
本　

重
喜（
立
花
町
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
た
ち
で

す
。
基
本
的
人
権
の
擁
護
を
目

的
と
し
て
、
地
域
の
住
民
が
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
人
権

相
談
所
や
市
の
公
共
施
設
等
に

お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
（
な

ん
で
も
人
権
相
談
）
を
随
時
開

設
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た

の
地
域
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
相
談
は
無
料
。
秘

密
厳
守
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。◦

問
い
合
わ
せ
＝

福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（
☎
２
３・２
６
０
３
）

　多年にわたって人権擁護委
員として活動に尽力されてき
た原順三郎さん（立花町）に、
法務大臣から感謝状が贈られ
ました。この感謝状は、人権
を侵害された被害者の救済や
人権相談活動のほか、人権思
想の普及や人権擁護活動など
地域に密着したさまざまな活
動に対してのものです。

　1 月 20 日㈬、令和 2 年度高齢者福祉功労者県知事表彰の
伝達式が八女市多世代交流館で行われました。これは多年に
わたる老人クラブ活動を通して、地域活動の推進や高齢者福
祉に貢献した個人、優良老人クラブに贈られるものです。表
彰式には個人の部で中島一義さん、優良老人クラブの部で宅
間田百寿会（代表 田代授さん）が出席。八女市老人クラブ連
合会原口俊文会長がお祝いの言葉を述べました。

　1 月 20 日㈬、八女の徐福伝説を今に
伝える童男山ふすべが川崎小学校と童
男山・犬尾城址保存会により開催されま
した。これは今から 2300 年前、秦の始
皇帝の命を受けて不老不死の薬を求め、
徐福が童男童女 3000 人を引き連れて
日本に渡来。山内に打ち上げられた徐福
を村人が火を焚いて介抱したという言い
伝えによる伝統行事です。川崎小 6 年生 15 人は童男山 1 号墳周辺を
掃き清め、たき火の煙が上る中、児童による徐福伝説の紙芝居が上演
されました。今回は、新型コロナ対策を講じての開催となりました。

※写真撮影の間のみ了承を得て短時間マスクを外していただいています。

中島さん（左下）、田代さん（右下）、原口さん（左上）、井手さん（右上）

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2021［令和3年］2月15日号
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